
(普通作物一稲一病害虫）

－７８－

－－、

(生環一病害虫一作物病虫）

課題名 3２イネもみ枯細菌病の発生生態と防除法の確立

（２）イネもみ枯細菌病に対するスターナ粉剤ＤＬの散布法
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主要成果の具体的データ

第１表現行防除体系と比較したスターナ粉剤ＤＬの防除効果
（品種：ミネアサヒ）

防除法
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発病度防除価
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注）表中のｽﾀー ﾅ、ｵﾘｾ゙ ﾒー ﾄ、ｶｽﾗﾌ゙ はそれぞれｽﾀー ﾅ粉剤ＤＬ、オリゼメート粒剤
ｶｽﾗﾌ゙ ｻｲｒ粉剤３ＤLを示す。

第２表現行防除体系と比較したスターナ粉剤ＤＬの防除効果
（品種：ヒノ ヒカリ）
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注）表中のｽﾀー ﾅ、ｵﾘｾ゙ ﾒー ﾄ、カスラフ はそれぞれｽﾀｰﾅ粉剤ＤＬ、オリゼメート粒剤
ｶｽﾗﾌ゙ ｻｲﾄ゙ 粉剤３ＤLを示す。

第３表スターナ粉剤ＤＬの薬剤散布時期・散布回数と防除効果
（品種：ヒノヒカリ）
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注）同一英小文字間にはダンカンの検定（5%)による有意差がないことを示す。

成果の評価と取扱上の留意点
１イネもみ枯細菌病防除薬剤の指導資料として活用できる。
２スターナ粉剤ＤＬは現在登録申請中であり、３年１０月に登録される見込みであ

る｡

今後の研究上の問題点
イネもみ枯細菌･病の総合的防除技術の確立

Ⅶ資料名
福岡県農業総合試験場生産環境研究所普通作物病害虫関係試験成績２年度

書

－７９－


